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表紙デザイン

新垣クリスチアネ

（芸大美術工芸学部科目等履修生）



しゴ：じめし二

沖縄県海外留学生受入事業は、北米及び中南米に居住する沖縄県移住者子弟を対象とする海外移住

者子弟留学生、ボリビア移住者子弟農業留学生の受け入れ、東南アジア及び東アジア諸国の若者を対

象とするアジア諸国等海外留学生の受け入れの三つの分野で構成しております。いずれの事業も関係

諸国のご協力の下、それぞれの国から優秀な人材を受け入れ、県内の大学等において勉学していただ

くとともに、県民との交流通して沖縄への理解を深めていただき、帰国後はそれぞれの国の発展と本

県との友好親善の推進に寄与していただくことを目的としております。

平成 13年度は、琉球大学に海外移住者子弟留学生 7名及びアジア諸国等海外留学生 11名、名桜

大学に海外移住者子弟留学生 1名、県立芸術大学に海外移住者子弟留学生 4名、沖縄県立農業大学校

にボリビア移住者子弟農業留学生 1名、計 24名を受け入れていただき、それぞれの大学で学びまし

た。

留学生の皆さんがこの骨重な体験を生かし、今後、母国の発展と日本・沖縄との友好親善の増進に

尽力されることを期待しております。

この整」し窒は、留学生が、本県における一年間の滞在を通して感じた学生生活や日本の生活文化↓に

対する率直な意見や感想をまとめたものです。この小冊子が、沖縄県留学生受入事業についての理解

の一助となれば幸いに存じます 。

終わりに、この一年間、留学生をお世話いただきました琉球大学、県立芸術大学、県立農業大学校

及び名桜大学を始め関且し各土Lに対し、心クこら息這射＿申-L上げますとともに、留学生の皆さんのますます
のご発展、ご活躍を祈念申し上げます。

平成 14年 3月

財団法人沖縄県国際交流・人材育成財団

理事長翁長 良盛





2 0 0 2年 2月 16日 定例会終了後、財団 1階にて
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王寮王求大学

2年＜｀｀らい前．噂諷で 3ヶ月に詞饂したこ℃が｀ありました。その考

から シ巾糸亀に℃でも戻）たか｀っセので，へ°)レー c" 県費の試‘届金も

皇けて、去知の 4月に廷留学生℃して莱虹乞

嗜紅LIこ羞ぃセ峙、本当に信じ‘ら爪ない気特ちで｀｀店。 古たここにいるわし

菱の正うにて` ’しだ。

糸ムに℃っては一人で生咋うすが① 1-j: 物めててしだ。

晨紅全祭‘、 大丈夫せ℃恩っていだ のに 全卸反女寸て＂しセ。裳方笑 ℃

麟幻、一人て｀‘茎臼叫℃て屯 ざ心‘‘しくて、加ぷ 不安てしセク

でも授業に出てガ｀5,妾斤しい夕逹がてきて，だ｀人せん豆さい‘‘しさを

忘かて しまいまし知

先生とクラ和メート℃すこ｀＇い楽いくて、面白い投望を過こ｀｀しさした。いつ屯

ヤ受業だけて｀＇はなく、色々な言もや、パーチィーな℃＇‘できたのて＂ ℃℃屯

上か｀った℃兎います。

今この J.辱摺乳の：：こだ鬼い出和1よちJ.合℃愧桂しいですね…―-

?+人な 、こ一伶岩1：：いい類間も遁こ‘‘して 、思い出して 、女喜しいけ］it℃’‘

もう咤万そも臼んな℃慈佳爪砂＼よ いやです加，，
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合：：の作文も書きながら、女喜しい‘こさひ‘1しいの懐碧ちが交ざ｀ってい合す。
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：：の 1年間1：：

壬丸壬求大学の先世セちに

訳屯括七7]で` 巳本言吾色 叙えてくセ＇さ哀
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